
開催日 令和６年９月１２日
時 間 １８：００～１９：００
場 所 恩納村役場 ２階 大会議室

令和６年度
オーバーツーリズム抑制による観光推進事業



目次本日のプログラム本日のプログラム



１．実施背景

3

（１）自然を愛し、人と自然が共生する美しい村
（２）人間を尊び、互いを支え合う心豊かで共生の村
（３）子どもたちの伸びゆく力を育て、活力ある村
（４）心も体も健康で、安心して暮らせる村
（５）魅力あふれる活力のある元気な村

①恩納村第6次総合計画（恩納村第2期総合戦略）

■基本理念

恩の青 豊かな緑 輝く人々
未来へつなごう恩納村

■将来像

（１）目指すありすがた
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①恩納村第6次総合計画（恩納村第2期総合戦略）

■基本目標（一部抜粋）

４【産業・経済】恩納ブランドをいかした活力と魅力ある産業の村

4-2 水産業の振興 ・里海と漁業環境の保全・再生

4-4 観光業の振興 ・地域資源の保全と活用の観光振興

５【環境】・美しい自然と調和した潤いのある村

5-1 自然環境の保全・創出 ・海域生態系の保全と創出・陸域環
境の保全と創出・景観の保全と創出

5-2 生活環境の保全・創出 ・循環型社会の構築・公害対策の充
実・環境衛生の向上

（１）目指すありすがた

１．実施背景
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① サンゴにやさしいライフスタイル
② 世界水準のスマート・エコリゾート
③ ネイティブが活躍するむら

②恩納村第２期SDGs未来都市計画

■2030年のあるべき姿

■2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール、ターゲット

行政がサンゴ保全を図るだけでなく、サンゴを傷つけない、環境に優しい商品を購入する、省エネを心がける、自然環境について学ぶ、
自然の中で遊ぶ等、サンゴに優しいライフスタイルの村民への普及を図り、村民の生活と豊かな自然が共存していくように啓発活動を
行う。また、観光振興への取り組みを進めるとともに、（仮称）環境税（ 持続的なむらづくり推進 税）や Green Fins （後述 の導入
などを行い、サンゴを始めとした自然環境の 保全 を図る。

（環境）

（取り組みのゴール※抜粋）

⇒次ページに続く

（１）目指すありすがた

１．実施背景
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②恩納村第２期SDGs未来都市計画

■自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組
②多様なステークホルダーと連携したサステナブルツー
リズムの実現

①サンゴを中心とした豊かな自然あふれる社会の実現

【取り組みの概要】
サンゴの保護・再生や、こうした活動への企業参画の促
進及び財源の確保、さらに村民の生活の中に環境への配
慮が根付くような啓発活動を行っていくことにより、サ
ンゴを中心とした豊かな自然あふれる社会を実現する。

【取り組みの概要】
観光・消費活動が環境保全に繋がる仕組みの導入、自然環
境負荷の小さな観光スタイル
の創出や観光客への啓蒙を行い、 恩納村 の観光の高付加
価値化・ブランディングにつながる
ような有機的なつながりを構築する。

（１）目指すありすがた

１．実施背景



（１）真栄田岬の概要
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周辺の海岸域一帯（沖縄県国頭郡恩納村山田区～真栄田区）は沖縄海岸国定
公園に含まれる。
年間利用者数30万人以上（琉球新報2020.4.26）と国内随一のダイビングサイトと
して知られる。
ピーク時の利用者数は7,000名/日以上と推定される沖縄随一の観光スポット

0 300m

出典）国土地理院地図

２．真栄田岬周辺の現状と課題



（２）真栄田岬周辺で発生している事象
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発生する事象は、立場や考え方によって差が生じることがある。
問題とその本質（発生原因）を見極め、解決策を検討することが重要。

問題の本質問題発生している事象エリア

・集合型店舗の増加
・駐車スペースが少ない

・観光客のストレスの蓄積
・村民との交通事故の懸念交通渋滞が発生している陸域1

・集合型店舗の増加
・駐車スペースが少ない

・緊急車両や農業専用車の通行の妨げ
周辺の路上駐車が散見される陸域2

・環境教育の不足
・ごみ箱の少なさ

・生態系への悪影響が生じ、漁業活動の低下にも
つながる可能性があるごみのポイ捨てなどの問題が多い陸域・海域3

・駐車場料金の安さ
・事業者の無知

・集合型店舗の増加につながり、低価格競争が起
きている駐車場での営業行為が多発している陸域4

・漁港内の明確な利用方法がない
・ゾーニングなし

・漁港内の作業車両と観光客のすれ違いによる
安全性への懸念各漁港が集合場所となっている陸域５

・利用に関するルールがない
・認知されていないこと

・生態系への悪影響の懸念と利用者の満足度（
質）の低下が懸念される

海の利用方法など、マナーを守らな
い観光客や事業者が増えている

海域６

一般観光客や事業者の安全な利用法の周知
不足、事業者の質の低下、安全管理不足

・真栄田岬のブランド力の低下につながる恐れ
水難事故が他地域に比べ比較的多い海域７

一般観光客や事業者の環境教育の周知不足・魚の住処が奪われ、海域の魅力低下につなが
る可能性があるサンゴの踏圧が散見される海域８

出典：環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業報告書

２．真栄田岬周辺の現状と課題
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（３）真栄田岬で顕在化している問題

環境負荷の増大

生活環境への悪影響

安全性の低下

許容量を超える利用者の増大によって
生態系への悪影響が深刻化

交通渋滞、違法駐車、騒音、ゴミのポイ捨てなど、
住民にとって過大な負荷やストレスが発生

事業者の急増による過度な価格競争等によって、質の低下によ
る水難事故が増加 １０年間で死亡事故の発生件数１３件※1

２．真栄田岬周辺の現状と課題

出展：※1朝日新聞ＤＩＧＩＴＡＬ



（４）真栄田岬の課題整理
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出典：環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業報告書

２．真栄田岬周辺の現状と課題



（１）過年度行われた実証事業
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出典：環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業報告書

３．これまでの取り組み

③環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能
で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業

■目的と概要
【業務の目的】 ※一部抜粋
マリンレジャー等による環境や地域への負荷の抑制や安全性向上を図ること等により、持続可能で高付加価値な海洋
観光を推進していく

【事業の概要】
恩納村真栄田岬を拠点に、マリンレジャーの持続可能で高付加価値な海洋観光の促進に向けて海域利用の一部制限等の実
証を行った。

⇒次ページに続く

出典：環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィー
ルド利活用に係る持続可能で高付加価値な海洋観光の
推進に向けた実証事業報告書



（１）過年度行われた実証事業

12

３．これまでの取り組み

③環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能
で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業

■実証事業におけるアウトプット（協議会等による検討結果）

【真栄田岬周辺エリアにおける複数の課題に対し多角的な課題解決策を検討】

出典：環境に配慮したマリンレジャー等の自然フィールド利活用に係る持続可能で高付加価値な海洋観光の推進に向けた実証事業報告書



（１）本事業の目的
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４．事業概要



（２）本事業で達成したい目標（令和6年度）
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課題解決策の導出と合意形成

①真栄田岬の利用の在り方

②オーバーツーリズム対策の手法

③合意形成の仕組み

真栄田岬周辺地域及び恩納村の海洋エリア等の利用の在り方について
持続可能な観光地域づくりに向けた基本方針を定める

将来を見据えたオーバーツーリズム対策について
具体的な方策（有効な打ち手）と進め方について検討する

幅広い多様な関係者の合意形成を図るための場づくりや具体的な仕組みに
ついて検討する

４．事業概要
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（３）本事業の基本方針（コンセプト）

①多様な関係者の共通認識を図る

恩納村の各種計画及び真栄田岬の現状や課題等について、きめ細かな情
報提供を行い、多様な関係者の共通認識を図り議論を進める

②次年度以降の具体的なアクションを導出するための議論

過年度実証事業や先進事例等をふまえ、世界の潮流や国内の動向などを
ふまえた解決策について検討し、具体的なアクションへつなげる

４．事業概要



（４）事業の全体像
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①事業説明会

④協議会の開催（全３回）

第１回（9/30） 第２回（10/29） 第３回（11/26）

（趣旨）
多様な関係者への周知と理解浸透

（概要）
日時：9/12（木）18:00～19:00
場所：恩納村役場 ２階大会議室

（主な議題）
・課題解決策（事務局案）の提示

①各種制度、仕組みについて
②他地域先進事例等の共有
③実現に向けた方策について

・意見交換

（主な議題）
・課題解決策（修正案）の提示
・次年度取り組み内容について
・意見交換

⑤報告書作成
・協議会の検討結果をまとめ、次年度の取り組みに向けた事業計画を整理する

４．事業概要

（テーマ）
オーバーツーリズム解決論

（概要）
講師：九州大学 田中准教授
日時：9/24（火）18:00～19:30
オンライン：zoom

（趣旨）
真栄田岬の利用実態と現状把握

（概要）
現地調査：真栄田岬
聞取り調査：住民及び関係者
実績調査：真栄田岬施設等

②セミナー ③実態調査

（主な議題）
・協議会開催要旨
・事業概要（目的、現状と課題）
・過年度実証事業の共有
・意見交換
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５．実施内容

（１）事業説明会

開催趣旨
・村民、関係者を対象に事業説明会を実施

・取り組み内容の幅広い周知と理解浸透を図る（問題に対する共通認識）

・取り組みに対する不安や疑問を払しょくする

実施概要

９月１２日開催日

１８：００～１９：００時 間

恩納村役場 ２階 大会議室会 場

恩納村民及び関係者
（観光・ダイビング・シュノーケリング事業者等）

（最大１００名）
対 象

対面形式/種別
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５．実施内容

（２）セミナー（オンライン）

開催趣旨

恩納村が直面する様々な課題に対し、幅広い視点で解決策を検討するた

めの新たな知見を得る機会を創出する

実施概要

『オーバーツーリズム解決論（日本の現状と改善戦略）』タイトル
９月２４日（火曜日）開催日

１８：００～１９：３０時 間
九州大学 准教授 田中俊徳 様講師

恩納村民及び関係者
（観光・ダイビング・シュノーケリング事業者等）対 象

オンライン/zoom形式/種別



（３）実態調査
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５．実施内容

真栄田岬の利用実態や周辺地域への影響について調査を行う
（駐車場利用者、施設の利用者、乗船客数、周辺道路の混雑状況等）

実施日:9月14日（土）８:００～１７:００
※悪天候の場合は予備日にて実施（9/15、9/21、9/22のいずれか）

（陸域）階段の利用者を目視で計測（SCUBA or スノーケル、欧米系外国人か否か等）

（海域）青の洞窟周辺の利用エリアに係留した船舶ごとに、ボートからエントリーする利用者数を計数

調査方法



（４）協議会の開催
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項目

開催目的

開催時期

議題・内容

真栄田岬にて発生している様々な事象について、問題とその要因を特定するとともに、恩納村の『持
続可能な観光』を実現するため、当該エリアの利用ルールや自然環境などへの負荷抑制等を図るため、
様々な制度や仕組みを活用しながら、オーバーツーリズムを防止するための方策について協議を行う。

内容

第1回： ９月３０日（月）14:00～16:00
第2回：１０月２９日（火）14:00～16:00
第3回：１１月２６日（火）14:00～16:00

開催形式
・対面形式※一部オンライン参加の場合あり
・委員の中から互選によって座⾧を選出※座⾧は議事進行及び事務局との調整を行う。

・真栄田岬の利用実態及びオーバーツーリズムの現状や課題について共通認識を図る
・『持続可能な観光』の実現に向けた具体的な制度や仕組みの構築について検討する
・課題解決策の実行するための『計画、組織、財源』等について、アクションプランを検討する

運営方式
・事務局にて事前の調整、開催準備、当日運営、資料作成等すべての業務を行う
・協議会の議事内容はデジタルデータに記録するとともに議事録を作成する

委員
・構成員（協議会委員）は、恩納村⾧の委嘱を受けた地域関係者、行政関係者、学識関係者等で構成
・構成員リストは別紙参照

５．実施内容



（４）協議会の開催＿委員一覧
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５．実施内容

団体種別 所属・役職 氏名（ふりがな）

（一財）沖縄観光コンベンションビューロー 国内事業部⾧ 金城修（きんじょうおさむ）

（一社）恩納村観光協会 事務局⾧ 名城一幸（なしろかずゆき）

恩納村マリンレジャー協会 会⾧ 内原靖夫（うちはらやすお）

（一財）沖縄マリンレジャーセーフティービューロー　事務局⾧ 前原　勉（まえはらつとむ）

恩納村商工会 事務局⾧ 安村祥子（やすむらしょうこ）

自治会（山田区）区⾧ 比嘉茂（ひがしげる）

自治会（真栄田区）区⾧ 安冨祖正也（あふそまさや）

自治会（塩屋）区⾧ 宮平英太（みやひらえいた）

自治会（宇加地）区⾧ 饒波永善（よはえいぜん）

沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課⾧ 山川優（やまかわすぐる）

沖縄県環境部自然保護課⾧ 出井航（いでいわたる）

有識者 （公財）日本交通公社 おきなわサステナラボ　ラボ⾧ 中島泰（なかじまゆたか）

有識者 琉球大学　国際地域創造学部   観光地域デザインプログラム   准教授 大島順子（おおしまじゅんこ）

恩納村役場企画課⾧ 喜久山隆（きくやまたかし）

恩納村役場農林水産課　課⾧ 平安名盛常（へんなもりつね）

観光関係団体・DMO

業界団体

地域団体

環境省・沖縄県

自治体

※敬称略



恩納村におけるオーバーツーリズムの解決に向けて、
村民、関係者の皆様からの

幅広いご意見・ご要望をお聞かせください。

22

ご意見・ご要望

※以下の二次元バーコードよりアンケートにアクセス

https://questant.jp/q/9D6HVC4U


